
「
貝
が
ら
節
祭
（
気
高
）」
な
ど

の
地
域
固
有
の
祭
、「
ふ
く
べ
ら

っ
き
ょ
う
花
マ
ラ
ソ
ン
（
福
部
）」

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、

そ
し
て
、「
町
民
音
楽
祭
ふ
る
さ

と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
鹿
野
）」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
国
際
交
流

事
業
「
青
少
年
使
節
団
訪
中
事

業
（
青
谷
）」
な
ど
、
合
併
前
の

町
村
の
歴
史
・
文
化
・
ま
ち
づ

く
り
を
継
承
し
、
特
色
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

歴
史
・
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
の
継
承

　

地
域
の
特
性
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
合
併
前
の
町
村
が
従
来

か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
た
事

業
を
「
地
域
振
興
特
定
予
算
事

業
」
と
し
、
合
併
後
も
継
続
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
因
幡
の
傘
踊
り
の
祭
典
（
国

府
）」「
流
し
び
な
行
事
（
用
瀬
）」

「
佐
治
谷
ば
な
し
保
存
・
伝
承
事

業
（
佐
治
）」
な
ど
の
地
域
の
伝

統
文
化
行
事
、「
あ
ゆ
祭
（
河
原
）」

が
あ
り
誇
り
の
も
て
る

　
20
万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

夢・広域交流観光の展開

・情報先進都市の実現

・環境先進都市の実現

・人材誘致・定住対策の促進

・人権尊重都市の実現

・防災・防犯対策の強化

・子育て・教育先進都市の実現

・地域文化の振興

・新たな農林水産業の振興

・地域に根ざした商工業の振興

・生涯健康都市の実現

2とっとり市報 2010.07 2とっとり市報 2010.0 2とっとり市報 2010.0

多鯰ヶ池のスイレン（福部町）
問い合わせ先
　市役所本庁舎中山間地域振興課　  0857-20-3184

市町村合併の効果と今後の取り組み
輝く新市域を振り返る

平成 16年 11 月の市町村合併により、豊かな自然と伝統文化などの多様な地
域資源を有する市となりました。平成 16年度から 3年間続いた国の三位一体
改革による財源不足に見舞われる中、本市は国の合併補助金や合併特例債など
の合併支援措置を最大限に活用し、特色ある地域づくりの推進と市民サービス
の向上に努めています。それらを合併当初に掲げた「夢があり誇りのもてる20
万都市づくりビジョン」の11の項目に沿って、シリーズで紹介します。



た
に
地
区
公
民
館
を
設
置
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
の
組
織
化
へ
の
財
政

的
、
人
的
支
援
を
行
い
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

合
併
を
契
機
に
保
育
園
の
広

域
選
択
が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、

中
央
公
民
館
と
各
地
域
の
図
書

館
と
の
連
携
や
移
動
図
書
館
車

の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
が
格
段
に
充
実
し
ま

し
た
。
ま
た
、
各
種
証
明
書
に

つ
い
て
は
、
本
庁
舎
・
駅
南
庁

舎
・
各
総
合
支
所
の
ど
こ
か
ら

で
も
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

市
民
課
証
明
コ
ー
ナ
ー
の
休
日
・

時
間
外
対
応
な
ど
利
便
性
が
向

地
域
活
性
化
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み

　

合
併
後
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、「
合
併
地
域
活
性
化
推

進
事
業
（
地
域
振
興
策
）」
及
び

「
地
域
振
興
プ
ラ
ン
魅
力
創
出
事

業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
河
原

地
域
で
は
、
女
性
和
太
鼓
の
会

を
復
活
さ
せ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
。
鹿
野
地
域
で
は
、
ハ

ス
を
活
か
し
た
美
観
づ
く
り
事

業
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る
新

市
域
の
魅
力
と
活
力
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
制
定
し
た
「
自

治
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
地

区
公
民
館
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、
地
区

公
民
館
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ

た
福
部
地
域
と
佐
治
地
域
に
新

上
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
る
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン

「
市
民
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

設
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網

の
整
備
に
よ
っ
て
、
地
域
間
の

情
報
格
差
が
解
消
し
、
地
域
の

ニ
ュ
ー
ス
や
ロ
ー
カ
ル
な
話
題

が
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
お
茶
の

間
へ
お
届
け
で
き
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
緊
急
放
送
な
ど
の
対

応
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
地
域
に
応
じ
た
生

活
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、「
循

環
バ
ス
」
や
「
バ
ス
代
替
タ
ク
シ

ー
」
の
運
行
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
と

社
会
参
加
活
動
の
促
進
の
た
め
、

「
高
齢
者
等
バ
ス
運
賃
優
待
助
成

制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

教
育
施
設
・
交
流
拠
点

な
ど
の
整
備

　

青
谷
小
学
校
や
河
原
幼
保
園

の
建
設
、
浜
村
・
ひ
か
り
保
育

園
（
気
高
）
の
改
築
な
ど
、
子

育
て
・
教
育
の
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
サ
ン
ド
パ
ル
と
っ

と
り
・
砂
の
美
術
館
（
福
部
）、

道
の
駅
「
清
流
茶
屋
か
わ
は
ら
」

（
河
原
）、
浜
村
砂
丘
公
園
（
気

高
）、
鹿
野
往
来
交
流
館
（
鹿
野
）

な
ど
、
新
た
な
地
域
の
交
流
拠

点
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
防
災
行
政
無
線
整

備
（
国
府
）、
集
落
排
水
事
業
大

村
地
区
処
理
場
施
設
工
事
（
用

瀬
）、
佐
治
町
診
療
所
施
設
増
改

築
（
佐
治
）
な
ど
、
危
機
管
理

対
策
や
中
山
間
地
域
対
策
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
集
落
に
集
落
名
表
示
板
を
設

置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
市
の

一
体
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　

近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
に
よ

り
、
新
市
域
に
お
い
て
も
人
口

の
減
少
や
一
次
産
業
の
活
力
低

下
、
商
店
街
の
賑に
ぎ

わ
い
の
衰
退

な
ど
の
現
状
が
あ
り
ま
す
。　

　

今
後
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
対
策
を
は
じ
め
、
一
次

産
業
や
特
色
あ
る
地
場
産
業
の

振
興
な
ど
、
中
山
間
地
域
が
元

気
に
な
る
取
り
組
み
を
強
力
に

推
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
「
人
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」

を
基
本
理
念
と
し
た
市
政
を
推

進
し
ま
す
。

青少年使節団訪中事業（青谷）

因幡の傘踊りの祭典（国府）

ふくべらっきょう花マラソン（福部）

あゆ祭（河原）

流しびな行事（用瀬）

貝がら節祭（気高）

ふるさとミュージカル（鹿野）

佐治谷ばなし保存・伝承事業（佐治）
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